












































的および事業」に基づき、平成 31年度事業の重点項目を下記のように捉えます。  
１) いりやどスタッフの意識・スキルの向上に務め、より効率的に宿泊研修施設を運営できる
ように業務改善を行い、事業運営の安定化を図る。 
２） 東北再生「私大ネット36」スタディツアーや地域創生学部地域実習の受入において、より
教育効果が得られるプログラムの充実と、地域に還元できるようなあり方を考える。 
３） バイオガス施設見学などの循環型社会への取り組みを学ぶプログラムを実施するとともに、
各種団体を対象としたフルオーダーメイドの研修プランや、スポーツ・アート・サークルを対
象とした合宿応援プランなどを売り込み、積極的な集客活動をおこなう。 
４） すがもアンテナショップ「座・ガモール」等に参画し、新たな特産品の開発・発掘及び販
売者の調整や販売促進に取り組む。 
５） 移住促進・起業促進のための事業推進に努める。 
６）「情報発信等事業」などの自治体関連受託事業へ積極的に取り組む。 
以上のように、地域を学ぶフィールドとして研修事業や地域振興事業、移住促進事業、地域創生学部
地域実習などを、地域内外の関係者の協力を得ながら、積極的な事業展開を行います。それとともに、
「まなびの里」のストーリーが若者にとってインパクトのあるものになるよう意識しながら、各種事業
に取り組んできたことが成果として、学生・社会人・地域人など関わる全ての人が磨かれ、有益となる
ような地域振興事業に繋がっていくのだと自己評価しています。また、今後においても更なる発展のた
め、積極的に取り組んでまいります。 
 
■地域との連携・関係づくりの活動実績など 
南三陸町は、「森・里・海・ひと」をキーワードに、各々がそれらの関わり合いを重要視した取
り組みを実践し、町の“復興”を超えた新たな町づくりへと取り組んでいます。 
養殖施設の流出は過密養殖を解消し、結果的に海洋環境や漁業者の環境配慮が一新され、国内初
となる国際的な養殖認証“ASC”の取得へと至りました。一方森林においては、古く伊達藩の時代
から重宝されていたブランド杉材「南三陸杉」を通じた地域振興に取り組み、同じく国際的な森林
認証“FSC”の取得を果たし、これらの双方を併せて一自治体で取得した、世界的に見ても稀有な
町となっています。また、平成30年10月には志津川湾が、特に水鳥の生息地として国際的に重要な
湿地に関する条約「ラムサール条約」に、海藻藻場としては国内で初めて指定登録されました。 
こうした南三陸ならではの事由を新たな研修プログラムに取り入れ、地域との連携や関係づくり
に努めながら、地域振興の一助を担っています。 
また、移住促進・起業促進のための事業活動や
「情報発信等事業」などの自治体関連受託事業へ
積極的に取り組んでおり、その貢献度は少なくあ
りません。 
こうした南三陸研修センターの事業活動そのも
のが社会貢献につながっているものと自負してい
ます。 
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